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もっとも空想は自由であって、だれもそれを妨げることはできない。 しかしそれは現存す
るものの正確な読解の後になされるべきことである。亀山郁夫は 「大審問官」に登場するキ
リス トを偽キジス トと、またスメルジャコーフを下男グリゴリーの実子などと妄想誤読誤訳
する精神病者であり、そうした者が語る 「続編」などは何の価値も無く、 ドス トエフスキー

を貶める以外の何ものではない。

私の ドス ト把握は私自身が訳者であるペ レヴェルゼフ『ドス トエフスキーの創造』(みすず
書房、1989)に深く負っている。しかし『ドス トエフスキーとは何か』770枚 (成文社、2008
年 7月刊)で はこれを大幅に超えてお り、詳 しくはこれに見られたい。またこの公刊に先立
つ 『江古田文学』07年 66号の 「ドヴォィエーク (二重人、分身)と 作中作家」および 『広
場』08年 17号の 「唯一絶対神有無の文学」は、この書の角度を変えた要約をなす。刊行後
の 『ドストェフスキー曼茶羅』2号の 「遅れた到着」も参考になろう。
拙HPに 「亀山郁夫を批判する (1)、(2)」を掲載してある。ドストエーフスキィの会の

HPの 「管理者木下のページ」からも入ることができる。
また私には作品に『樺太よ遠く孤独な』(1984)、『ヒロシマまでの長い道』(1989)、『微笑

の沈黙』(1985)、学的評論に 『日露領土紛争の根源』(2003)等がある。同じくHPを 覗い
ていただきたい。htt「//homepage2.nifty.cOm/・t―nagase/

長瀬隆著 『ヒロシマまでの長い道』 とドヴォイニーク

ドヴォイニーク (分身、二重人)へ のこだわり。長瀬氏を知る人なら、氏が、いかに ドヴ
ォイエークという怪物と闘つてきたのか、いま現在も闘いつづけているのかを知っている。

しかし、何故に氏は ドヴォィニークと対時しつづけるのか。何故に、かくも長きにわたっ
て拘泥 し探究しつづけるのか。「ドヴォイエーク」の言葉を発 したときの氏は、あきらかにそ
れまでの氏とは異なる。俄然、生き生きとして語りだす。何故か。大きな謎であった。

これまでの氏の自伝的著書を何冊か読んできた。おもえばそれら作品のそこかしこに ドヴ
ォイニークはいたのだ。が、浅薄な読みのせいで気づくことはなかった。

しかし、今回、本書 『ヒロシマまでの長い道』を読んで、ようやくというか、やっとドヴ
オイエークの尻尾を目撃することができたような、そんな気がするのである。

もしかして大いなる間違い。勝手な思い込み、かも知れないが ・・・。とたん、謎は氷解
した。氏がなぜ ドヴォイニークに拘るのか想像の域だが推測できたのである。
本書は、数奇な運命の果てに巡 りあった男と女のある愛の物語である。男は、全学連を代

表する若きマルクス ・レーェン主義者の闘士として、女は、ヒロシマ被爆者を代表する美 し
い語 り部としてソ連モスクワで開かれる大会に向かっていた。男は、ソ連留学という使命が、
女には、ヒロシマの悲惨さを伝えるという使命があった。美 しい女は、団では女神的存在だ
つた。男は共産主義理念思想に凝固まった活動家とみられていた。鋼鉄の刃と造花の花。い
わば二人は、象徴であつた。だがしかし、彼らのなかには懐疑の嵐と熱い血潮が渦巻いてい
た。それがわかったとき、二人はもはやエデンの園の男と女ではいられなかった。
本書は、楽園からの脱出物語である。が、同時に、男の引き裂かれた魂の告白でもある。

ドヴィニークを自日に曝そ うとする試み。男は、樺太で生まれ育った。が、戦争で決別を余
儀なくされた。愛するロシア、忌むべきスターリン。加えて、樺太を去る日、友人たちから
受けた集団暴行。14歳 の少年には深い トラウマとなった。懐かしい故郷、憎むべき友たち。
男は、その日から二重人としての人生を歩むことになった。愛する妻の病気、幼くして逝っ
たわが子。それらはみな分身が成せる災いか。男は夜の沈黙に問 う。 (編集室)下 す

監 等::転
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